
Q 会計管理業務の本市体制について伺う

Ⓐ財務会計システムにて慎
重に実施している

Ｑ 事務体制の現状について、
今回の公金不正処理に関連した
業務確認として尋ねる。
Ⓐ 会計管理者 各部署が支出
額、支出先等をシステム入力
し、出力帳票化されたものを会
計課で点検・審査をしている。
不備があれば指摘、助言をして
再提出を求めている。
Ｑ 業務の人員体制は。
Ⓐ 会計課は会計管理者以下正
規職員３名、会計年度任用職員

２名の体制で行っている。支出
事務は１名を担当としている。
Ｑ 技術革新に伴う人工知能、
ＩＣＴ等の活用により仕事量の
効率化や安全性が担保できるの
ではないか。
Ⓐ 会計処理は複雑な書類の審
査が必要なため、人の手で行っ
ている。新しい技術が開発され
事務の効率化が図られる一方、
支払の内容等により添付書類が
異なるため直ちにシステム化す
ることは難しいと考える。

Q 職員の離職後再就職先について透明性はあるか

Ⓐ
現状離職後２年以内の本
市利害関係先（補助金受
給）への就職報告はない

Ｑ 団体や企業への再就職にお
いて、行政関与のあっせんは透
明性､公平性が必要だが現況は｡

Ⓐ 企画部長 本市が補助金を
交付している団体のうち退職し
た職員が再就職している例とし
て、社会福祉協議会、商工会、
シルバー人材センターがある。
Ｑ 本市と利害がある団体、例
えば各種組合等への再就職はあ
るか。
Ⓐ 人事課長 本市では課長級
以上の職に就いていた職員は、
離職後２年間以内に再就職した
場合は、届け出ることとなって
いる。現在、該当する職の届け
は出ていない。また市では、２
年間を過ぎたものに対しては把
握していない。
Ｑ 再就職については国、地方
自治体においても不透明さが疑
念を生んでいる｡本市の透明性・
公平性は担保されているか。
Ⓐ 企画部長 退職予定者に対
し法令をしっかり説明していく。

山下 幹雄 議員

(動画配信)

尾張旭市議会だより 令和５年６月15日

⑬

個人質問

予算決算特別委員会
委員長 丸 山 幸 子

３月９日、15日、16日、17日、
22日に開催しました予算決算特別
委員会に付託されました案件は、
議案14件でした。
◇主な審査内容
◎第１号議案
法人市民税の減額補正の主な要

因について質疑があり、「年度の
途中までは増額を見込んでいた
が、原油価格高騰や部品の不足な
どにより企業の業績に影響があっ
たと思われ、法人税割額の納付が
想定を下回ったため減額をするこ
とになった」との答弁でした。
◎第６号議案
学校教育・部活動推進事業の小

学校スポーツ教室について質疑が

あり、「委託料の50万円はおおむ
ねインストラクターの人件費と考
えている。各校インストラクター
１名に対して児童の参加人数は30
名程度であり、活動時間は放課後
の90分を予定している。部活動の
代わりということで、日没の時間
を考慮し安全に帰れる時間には切
り上げ、回数については、各校週
１回の実施で各曜日２校同時に実
施できるようなイメージで考えて
いる」、また、全国植樹祭理念継
承事業の木工ワークショップ委託
料について質疑があり、「市民の
方に木に触れ合う機会が設けられ
ればということで多くの市民が集
まる市民祭で、チェーンソーアー
トの実演等ができればと考えてい
る」との答弁でした。
◇審査結果

第１号、第２号、第３号、第４
号、第５号、第８号、第９号、第
12号、第13号、第26号議案は全員
賛成、第６号、第７号、第10号、
第11号議案は賛成多数で可決しま
した。

福祉文教委員会
委員長 櫻 井 直 樹

３月15日に開催しました福祉文
教委員会に付託されました案件
は、議案６件でした。
◇審査結果
第17号、第18号、第19号、第20

号、第21号、第22号議案は、全員
賛成で可決しました。

都市環境委員会
委員長 日 比 野 和 雄
３月16日に開催しました都市環

委員会の活動状況
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境委員会に付託されました案件
は、議案４件でした。
◇主な審査内容
◎第23号議案
県が策定を進めている汚水処理

広域化・共同化計画における、排
水設備の指定工事店の登録と事務
の共同化への参画に当たり本市指
定工事店の参加ができない状況が
発生する可能性について質疑があ
り、「本市の登録指定工事店にお
いて今回の改正において不備が出
る、やらないといったことは現在
のところない」との答弁でした。
◎第25号議案
どのような要望を基に実施する

のかについて質疑があり、「白鳳

連合自治会長、霞ヶ丘自治会長、
名古屋市の大森北学区連絡協議会
会長等の連名で要望をいただい
た」との答弁でした。また、停留
所設置費用について質疑があり、
「おおむね５万円程度を想定して
いる」との答弁でした。
◇審査結果
第14号､第23号､第24号､第25号

議案は全員賛成で可決しました。

総 務 委 員 会
委員長 谷 口 武 司

３月17日に開催しました総務委
員会に付託されました案件は、条
例の改正に伴う議案２件でした。
◇主な審査内容

◎第15号議案
具体的にどうして増員や組織変

更を行う必要があったのかについ
て質疑があり、「農業委員会にお
いては、遊休農地の解消や担い手
への農地集積など、農地利用の最
適化活動推進をしていく必要があ
り、それに伴う業務量が増加した
ため増員が必要になった。水道事
業においては組織が増えたことに
より部長、課長の増員が必要に
なった」との答弁でした。
◇審査結果
第15号、第16号議案は全員賛成

で可決しました。

５月臨時会での主なことがら
尾張旭市議会令和５年第２回（５月）臨時会が、５月16日に開催され、市長提出議案６件、同意案２

件を審議し、全て可決等しました。また、議長に丸山幸子、副議長に松原たかしの両氏を選出し、常任
委員等の選任、一部事務組合議会議員の選挙を行いました。
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承認
第１号

令和５年度一般会計補正予算（専
決第１号）の専決処分の承認

承
認○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

承認
第２号

市税条例の一部を改正する条例の
専決処分の承認

承
認○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

承認
第３号

国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の専決処分の承認

承
認○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × × ○ ×

第27号 旭小学校等特別教室空調設備整備工事請負契約
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ×

第28号 東栄小学校等特別教室空調設備整備工事請負契約
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ×

第29号 渋川小学校等特別教室空調設備整備工事請負契約
可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × ×

同意案
第３号 副市長の選任

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

同意案
第４号 監査委員の選任

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ×

○：賛成 ×：反対 除：除斥 を表示しています。
網掛けは、討論を行った議員です。
討論の内容は、市議会のホームページ（「提出議案と議決結果」で検索→臨時会名）から御覧いただけます。
議長（丸山幸子）は採決に加わりません。


